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を最大にするような Z三(位Xl，.. > x，，)~ 
およひ y三(yt， ... ， Ym)を見いだ世。」
(A・4)
(A・5)
ここに U，は第 z個人の効用指標，出は問題にしている期間において第 z
個人の消費に入りこむ財の束〈問題にしている経済の世界において s種類の財を識別l




叫は第 z個人が期首に保有している財の束 (R'の1つのベクトル)， W は社会







周知のように， (A)は次の 1個。定義と 3個の命題によって競争均衡の概念
に結びつけられる九
定義6)-:種類の財のおのおのに， すべての個人E生産単位に対して斉一的
に成立する価格があるものとし， ベクトノレ p=(p" ••• ， p，)で表わす。 このと
旬 以下，英語の systell1ということばに対応させるつもりで「系」ということばを使うが，本稿
では system概念について申せんさくはせず，肯識的に使ってお<. 
4) La昭e，(19J. p. 215. 
5) 命題1および2はパν トー最適に関するもりであるが.Wが提凹関数であれば， 一般的に社
会的厚生関数に関する最適点についても成立するとしてよい。
6) 担岸， (22J， 53-54へ-'./0 Koopmans， [14J. p. 46 
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き，次の条件を満たす(、x*，yヘp*) を競争均衡という〔但し x*二 (Xlヘー，
x，*)， yキ=(Yl".. ，Ym*)J。
(1) どの個人 zについても，P*Xi云p*即 E十EOMP本 Yk* であるような佳慈
のぶどiC . 1(，に対して，U正x，*);o，u(xふ但し p*X;は p*とx，との内積で，他
も同様。また 01.; は第 h生産単位に対する第i個人の持分で，九三0，L;o，ι 
=1と仮定する。
(2) どの生産単位kについても，任意の Y，， 九に対して，p* y，.* ?:.p* yk・











命題 391: Xi包と Y，がし、ずれも凸であわかっ叫が擬凹であるならば，競
争均衡が存在する。
いま， (Xb ... J X，; Ul， ••• ， U"，; W u .， W ，; Y1，..， Y m) をその経済系の「環
境J(environmp.nt)とよぶことにすると， 命題1の仮定は I外部性 (cxtcrna.
lity)のない環境の仮定J，命題3の仮定は， I凸な (convex)環境の仮定」とい
うように表現しうるであろう。命題2は，外部性がなしかっ凸な，環境を仮
7) 恨岸， (22). 35-36ペジ。 K∞pmam;.(14)， pp. 46-49 なお，命題1-3を通じじ艶字
的証明に必要なすべてり恒定のうちのいくつかは省吉，もっとも本質的な仮定だけを挙げてある.
8) 担岸， (22)， 52-60へジ.KoopIllan5， (15)， pp. 49-55 

























10) これについては， Bergson， [7 Jおよび鮪岳， [18)を見よ。
11) La回e，(18) 
12) Koopmans， [14)， pp. 95-96また同書四五∞pmansによる lntroduction，と〈に p.3を蕃
照。 Arrowand Hurwicz. (3)， p.38および pp.41-42. Malinvaud， [20J. PP. 17日180 理
論史的には，さらに源は Walras，Pare胎およびBaroneにたどられるであろう。
13) the Central Planning Board. Baroneの用語では， the Ministry of Production 





























15) La暗 e，(18]， pp. 62~63 
16) Lange. [181， pp. 70-72， p. 88 
17) Lange， (18)， pp. 89-90 






















を最大にするような Z および y=(y".. ，Ym)を見いだせ。」
ここに，xはこのモデノレが念頭においている経済系の最終需要を表わす財の束
(R'の1つのベクトノレ). Xはこの最終需要の物的・生理的に規定される可能な
範囲 (R'の1つの部分集合)， w はこの系に賦与されている財の初期存在量 (R'
の1つのベクトノレ). u (x)はよの系にとっての効用関数，Y，と乙は(A)の場
合と同じである。












また， Koopmans， (14)のアクティビティ・アナリシスのそデノレは， X が R'
の非負象限，れがR'の原点から出る半直線，u(x)=xであるような(B)のス
ベ Y ャノレ・ケースである。資源の最適配分の理論的研究における戦後の動向の
1つの特徴は， この Kαopmansの業績をはじめ， Arrow and Hurwicz， (3)， 
Kornai and Liptak， [16J， Malinvaud， [2日コ， Aoki，ヒ1][2J， Heal， [10Jなど，
(B)を対象とする研究が発展してきたことである。 Koopmansの仕事 [14Jほ，
最適解D静学的特徴づけに閉するものであった叫が，最近の研究は，主として，











21) Malinvaud， (20J， p.174 
38 (220) 第 107巻第4.5.6号
と考えた盟〉。中央計画局は，最終需要単位をも兼ねていて， X， w および u(x) 























22) 恥1alinvaud，(20J， pp. 174-175 
28) 口antzig，(8 Jは.23章 3節で分解原理を「情報の完全集中なしでの中央計画作成J<Dため白
手続きとして解釈して見せたが，そのさい，かれは.[本文での]九[にあたるもの]は， 生
産単位にいる人々に上って潜在的な知識左してつかまれていて明示的にされていないととが多い
から，中央計画局には送られがたいのだというようにいっている。 [8)，p. 463 
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は， Ilの 1で見たような Malinvaudの議論を， きらに一般的な方向に整理し
なおしてゆくことによって，興味ぷかい示唆を抽き出すことができる。
まずMa1invaudが定式化したような計I副作成の過程は， 情報を対象とす
























































26) I通信J(communi団加のとは. I伝達J(transmission)に. I符号化JCencoding)と「復
号化J(decoding)とをあわせた概意であるロ Marschak，(21)参照。




















































27) Lange， (18)が要約した限りでは，さきに見たように，そり段階での HayekとRobbinsの
論点は』主として，この第2の方にあったように恩われる。 しかし.Hayekは，しだいに第1
の方へ重心を啓していったようである。Hayek，[9)，参照。
国) Lange， (18J， p.61 



























e=(I; R'; Xb...，x，入，即b-，.，即1;Ut，..， U，; Yh-..，}勺，但し I={!，.，_， 
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n} ， をこの系の「環境J~うど二(X" wι， Ui， Y;)を系の第 z成分の「自己環境」
とよ」、。
この系の，当面する期間における経済活動は，系の内部での物的なフローと
して現われるであろう o いま，第 i成分から第j成分への純移転量を Gりで表
わす問。 a;;は R'の1つのベクトノレ巴ある。生産も交換と同じ形式で表現ーする
ために i自然」としヴ成分を形式的に導入して，これを第 0成分とし，第 J
成分の純生産量は，a()iで表わすことにする。 このとき，物的なフローの総体
は，aりを第 i+1行第 j+l列の元とする n十1次正方行列 a によって表現き







いとなむと想定される。 Hurwiczは， r言語J(1回.gu唱のとよばれる 1個の集
合1， r反応ノレ ノレJ(response rules)とよばれる n個の関数 1'(戸 1，••• ，n)お
よび「結果ノレー ノレJ(outcome rule)と主ばれる 1個の関数 ψを与えるとき，調
整過程は， π三(f，仇~)，但し f=(f'， ••• ， f")， によって定義されるとした。
反応ノレーノレは，次のような連立定差方程式り性質を定める。
(1) m~+l =f'(m!， •.• ，m;; e)， (i=l，・づ n)
但し川 A<E'は，第 J成分が時点 τ におし、て作成し発信ずる「通信文」
(message)である。
すべての成分が前の時点と同じ通信文しか発信〉なくなったとき，調整過程







結果ノレー ノレは， ζ の王五~，すべての資源 Y ロ一行列 a の集合SØ'"の，ある
部分集合 A に対応させる。すなわち，






つの集合をなすであろう o それに対して定まる解 ψ(fn)の集合が A.の部分
集合であるならば，すなわちすべての解がパレート最適であるならば，その調
整過程は「非浪費的J(non-w，由民ful)であるという。
定義2. ある環境 eを与え， さらに任意のバレート最適な資源フロー行列



































く1つ A~H~f' (A'.. . ，A;; e)， (i~l ， ". ，n). 
ここで，第 z成分が第 T時点に作成し発信する通信文 A;は，その成分が提
案するい〈つかの資源フロー行列の集合であると考えることができる。これの
1つの元を a，で表わし 1つの「提案」とよぶことにLょう。
さて，競争機構は， しばしば「情報的に分権的なJ(informatio田 lydecentra 
1;，ed)機構であるといわれる。 この形容詞の意味するところはなんであろうか。
48 (230) 草 1肝巻諦4.5.6号
競争機構をそのスペシャノレ・ケースと Lて含むような， I1育報的に分権的な」
調整過程を定義できないであろうか。






















自己の希望する純交換量の総体 (dJ三 542)および自己の希望生産量 (z'三 aoi)
だけを提案するとみなしてよい。 このとき， もし任意、の成分 Jが， 自己以外
のすべての成分の提案に含まれている d'およびど(iεI，キj)がどうであっ
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m川ionaJrI肘~entγalization) の定義を改め，通信文 m: が財空間 R' !-同一次元数
( dimensional町 15 を持つベクトんからなることをもって，その定義と Lた。こ
の定義においては，通信文の次元数の大いさによって情報上の効率性を順序づ
けるという考え方がただちに導かれる。
さて HurwIczの仕事は， もともと， 競争機構の伝統的な特徴づけに深く


















Malinvaud が想~5Ëしている経済系は一個の中央計圃局と m 個の生産単位か
らなっている。中央計画局に番号 0， 生産単位に番号 1，•.• ，叫を振り当てて
おこう。第 T 時点に中央計画局は通信文 m~ ， 各生産単位は通信文叫(i=1，
，m)を作成し.発信する。 Malinvaudの「見込み指標JBc が η~~ ， r提案J
F，が m;に当る。第E節り 1において， Malinvaudが，計画作成手続きの設
言|に当って決定することが必要だとした， (i)-(v)の5つの項目を見た。このう
ち， (けは， m~ がその巾からとられるべき「言語J ~.øt;;， および~叫がその市
からとられるべき「言語J~Lの決定である。同は，中央計画局の「反応ノレー
ノレJfOの決定，。司l:t，各生産単位の「反応ノレー ノレJfιの決定である。 また(v)









叫 =F(m!_l. ...，畑~-l; e)， 
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の状態に至らないうちに終結する可能性を持っている。すなわち，それは T
1回の交信ののちに， 中央計画局が「計画Jを決定することによって終結す
るのであるが，この T という数は， あらかじめ外生的に与えることができる


















































31) Malinvaud， [20J. pp/ 180-185 
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